
高
峠
つ
つ
じ
ヶ
丘
公
園

　
標
高
５
５
０
ｍ
（
山
頂
7
２
２
ｍ
）
の
高

峠
。
垂
水
市
の
北
東
に
位
置
す
る
こ
の
峠
一
帯

は
、
高
峠
つ
つ
じ
ヶ
丘
公
園
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
24
年
３
月
に
は
霧
島
錦
江
湾
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。「
サ
タ
ツ
ツ
ジ
」
が
約

１
０
０
種
10
万
本
ほ
ど
自
生
し
、
春
に
な
る
と

山
全
体
を
赤
や
ピ
ン
ク
に
染
め
、
多
く
の
花
見

客
で
賑
わ
い
ま
す
。
高
峠
山
頂
は
展
望
所
と

な
っ
て
お
り
、
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し

め
ま
す
。
北
に
は
霧
島
連
山
、
東
に
は
志
布
志

湾
、
西
に
は
錦
江
湾
と
薩
摩
半
島
の
山
並
、
南

に
は
高
隈
連
山
が
展
望
で
き
ま
す
。

　　　
猿
ヶ
城
渓
谷
は
、
高
隈
連
山
の
麓
に
あ
り
、
県
立
自
然
公

園
と
お
お
す
み
自
然
休
養
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
自
然
豊
か

な
渓
谷
で
す
。

　
高
隈
連
山
は
、
鹿
児
島
県
で

屋
久
島
、
霧
島
山
に
次
ぐ
高
山

で
、
1
２
３
７
ｍ
の
大
篦
柄
岳

を
主
峰
に
、
標
高
1
０
０
０
ｍ

を
超
え
る
比
較
的
急
峻
な
高
峰

が
連
な
っ
て
南
北
に
縦
走
路
が

開
け
て
お
り
、
大
隅
半
島
の
屋

根
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
四
季

を
通
じ
て
、
登
山
客
に
人
気
の

あ
る
登
山
コ
ー
ス
で
、
山
頂
か

ら
の
眺
望
は
素
晴
ら
し
く
、
霧

島
連
山
や
桜
島
な
ど
３
６
０
度

の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

雄
大
な
山
々
、

透
き
通
っ
た
清
流
、

人
々
の
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
を
癒
す
温
泉
、

四
季
折
々
の
花
々
。

花
と
渓
谷
と
温
泉
の
ま
ち 

垂
水
市

猿
ヶ
城
渓
谷

高
隈
連
山

高隈連山

温
泉

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
は

  

豊
か
な
自
然
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
Nature

・大箆柄岳：1,237 ｍ　・御岳：1,181 ｍ
・小箆柄岳：1,149 ｍ　・妻岳：1,147 ｍ　
・二子岳　：1,107 ｍ　・平岳：1,105 ｍ
・横岳　　：1,094 ｍ　・七岳：　881ｍ　
・中岳　　：　777ｍ

清
ら
か
な
水
が
流
れ
、

所
々
に
花
崗
岩
の
奇
岩
・
巨

岩
が
連
な
り
、
鹿
児
島
百
景

に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
市
街
地
か
ら
約
15
分
で
行

く
こ
と
が
で
き
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ッ
ト
で
、
鹿
児
島
県

内
で
唯
一
、
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン

グ
（
沢
下
り
）
が
体
験
で
き

ま
す
。

　
垂
水
市
は
、
約
二
百
五
十
年
間
に
わ
た
り
垂
水
島
津
家
が
治

め
て
き
ま
し
た
。

　
垂
水
島
津
家
の
歴
代
の
領
主
は
、
様
々
な
偉
業
を
残
し
て
い

ま
す
。

　
四
代
久
信
の
と
き
に
、
林
之
城
（
現
在
垂
水
小
学
校
の
あ
る

場
所
）
を
中
心
と
し
た
城
下
町
を
形
成
し
、
七
代
久
治
か
ら
九

代
貴
儔
の
三
代
に
渡
り
大
掛
か
り
な
疎
水
事
業
を
行
な
い
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
頃
、
現
在
の
垂
水
市
街
地
の
中
心
部
も
発
展

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
十
代
貴
澄
は
学
問
所
と
し
て
は
県
内
二
番
目
と
な

る
早
さ
で
「
文
行
館
」
を
創
立
し
、
学
問
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で

〝
人
を
育
て
る
〟
風
土
を
築
き
ま
し
た
。

垂
水
島
津
家

　
勝
軍
地
蔵
は
、
今
か
ら
約

五
百
年
前
の
永
正
三
年
（
室
町

時
代
の
後
期
）、
地
頭
で
水
之

上
高
城
の
城
主
で
あ
っ
た
肥
後

文
次
郎
盛
明
が
戦
勝
、
子
孫
繁

栄
、
領
内
の
平
和
を
願
っ
て
当

時
鹿
児
島
で
有
名
な
仏
師
、
快

扶
に
作
ら
せ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
中
央
が
「
地
蔵
菩
薩
」、
左

が
「
毘
沙
門
天
」、
右
が
「
多

聞
天
」
で
三
体
と
も
木
彫
り
で

あ
り
、
木
仏
像
と
し
て
は
県
内

最
古
級
で
、
昭
和
二
十
八
年
に

県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　「軍艦行進曲（マーチ）」「軍艦の歌」「愛国行進曲」を
はじめ童謡なども数多く作曲し、多くの大学で指導しま
した。また、管弦楽の普及や各地の少年鼓笛隊の設立に
も尽力しました。

　「渡頭の夕暮」「浜辺の早春」「思郷」「壁画落慶図」
「富士」「ばら」など数多くの作品を発表し、日本洋画
界に多大な貢献をしました。

勝
軍
地
蔵

「軍艦マーチ」の作曲者瀬戸口藤吉　 和田英作 「富士山と薔薇」の画家

6

◀
垂
水
島
津
家
墓
所

◀
お
長
屋

歴
史 文

化
と
歴
史
の

薫
る
ま
ち

垂
水
市

History

　

錦
江
湾
の
東
側

に
位
置
す
る
大
隅

半
島
の
温
泉
郷
、

垂
水
市
に
は
多
く

の
温
泉
が
あ
り
、

市
民
や
観
光
客
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等

の
団
体
か
ら
も
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
入
浴
だ
け
に
限
ら
ず
、
温
泉

水
と
し
て
飲
食
に
活
用
さ
れ
、
鹿
児
島

を
代
表
す
る
焼
酎
の
仕
込
み
水
と
し
て

な
ど
、
今
や
垂
水
を
代
表
す
る
産
業
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

5

　「
ま
る
で
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の

よ
う
だ
」
そ
ん
な
表
現
で
紹
介
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
「
垂
水
千
本
イ

チ
ョ
ウ
園
」
は
４・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
敷
地
に
、約
千
二
百
本
の
イ
チ
ョ

ウ
が
植
樹
し
て
あ
り
ま
す
。
昭
和

53
年
か
ら
園
主
の
中
馬
ご
夫
婦
が
、

二
人
三
脚
で
作
り
上
げ
た
「
黄
金

の
楽
園
」
で
す
。
そ
の
景
観
の
素

晴
ら
し
さ
と
ご
夫
婦
の
活
動
が
評

価
さ
れ
、初
代
鹿
児
島
県
景
観
大
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

垂
水

千
本
イ
チ
ョ
ウ
園


